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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

1 入札説明書 5 第2章 11

事業者の募集
及び選定の手
順

工事全体期間を鑑み、令和7年7月上旬の事業契約成
立後の実施設計協議・御承諾の迅速化のため、令和7
年2月中旬の基本協定締結以降、入札図書で御提示す
る基本設計に関する確認を開始させて頂けませんで
しょうか。

設計に関する協議は事業契約成立後に
行います。

2 入札説明書 21 第6章 3 (3) イ (ｳ) a (a) (iii)
物質収支の排
ガス系統

「排ガス系統は、・・・酸素濃度(乾ベース、水分
率)を示すこと。」とありますが、酸素濃度の水分率
は誤記と考えてよろしいでしょうか。

下記のとおり訂正します。
訂正前：酸素濃度(乾ベース、水分率)
↓
訂正後：酸素濃度(乾ベース)、水分率

3 入札説明書 21 第6章 3 (3) イ (ｳ) a (a) (vi)
物質収支の給
排水系統

全日平均（t/h)とありますが、全日の平均というこ
とで（t/日）が正でしょうか。それとも、あくまで
（t/h)を作成する必要がありますでしょうか。

下記のとおり訂正します。
訂正前：全日平均（t/h)
↓
訂正後：全日平均（t/日)

4 入札説明書 21 第6章 3 (3) イ (ｳ) a (a) (vi)
物質収支の給
排水系統

全日平均（t/日）が正でしたら、ｃ用役収支(a)(iv)
の給排水収支と兼用としてもよろしいでしょうか。

提案を可とします。

5 要求水準書 13 第2 1 (2) カ (ｱ)
表2－4
搬入日及び受
付時間

繁忙期は昼休み明け直後の渋滞緩和のため、12～13
時のお昼休みの受付は可能でしょうか。

市内の各施設で受入時間を統一してい
るため、時間の変更は不可とします。

6 要求水準書 13 第2 1 (2) カ (ｱ)
表2-4
搬入日及び受
付時間

直接搬入者の受付時間の分散化の観点から土曜日の
受付閉場時間を15時から16時に変更させて頂くこと
は可能でしょうか。

No.5の回答を参照してください。

7 要求水準書 29 第2 1 （6） ウ 仮設工事

「添付資料21　工事での利用可能範囲」に関しまし
て、「亀田一般廃棄物処理場」、「浸出水調整槽」
および「排水処理施設」の利用（施設への人・車両
の出入）状況および留意事項をご教示ください。

利用状況は下記のとおりです。
なお、留意事項に関しては、入札公告
時の添付資料や、「入札説明書等に関
する質問回答(第1回)訂正版」のとおり
です。
【亀田一般廃棄物処理場】
○搬入出（特定5品目、枝葉草）
・搬入：
　　特定5品目関係：1,563台/年
　　枝葉草関係：8,160台/年
・搬出（全品目の計）：1,031台/年
○搬入出（古紙・古布拠点）
・台数は把握していません
○作業員等
・日により異なりますが、5～10人

【浸出水調整槽、排水処理施設】
・廃止済みのため、月に1、2回職員が
点検で出入する程度（徒歩）
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

8 要求水準書 38 第2 2 (1) イ (ｵ)
搬出車両の計
量回数

「主灰及び飛灰処理物の搬出車は、入場・退場時の2
回計量」とありますが、直接搬入受入ヤードにおけ
る選別物搬出車の計量回数は明記されていません。
安全な搬出動線を意図して、同搬出車について積み
込み後の1回で提案することは可能でしょうか。

搬入出物の重量を正確に計量するた
め、直接搬入受入ヤード選別物の搬出
車両は2回計量とします。

9 要求水準書 40 第2 2 （2） ウ (ｲ) ｃ 薬剤等の備蓄

P40 災害対策/備蓄には、「生活用水は、使用量の5
日分以上を常時確保できる貯留槽等の容量とする」
と記載が有りますが、常時確保できる容量とは、通
常時の必要容量5日分と災害時を含めた必要容量5日
分で大きい方を有効容量とするものとの理解でよろ
しいでしょうか。

災害等による断水が発生した場合にお
いても、断水時から通常時の5日分以上
の使用水量が確保できる貯留槽等の容
量としてください。

10 要求水準書 40 第2 2 (3) サ 寒冷地対策

ごみ計量機周辺のロードヒーティングに関し、同機
能を有する別提案（消雪パイプ等）をお認め願いま
す。

要求水準書のとおりとします。

11 要求水準書 40 第2 2 (3) サ 寒冷地対策

ごみ計量棟周辺がロードヒーティングの要求水準範
囲になっておりますが、搬入管理業務において支障
のない計画として、安全な車両走行を考慮して、構
内道路のスロープ部やカーブ部にロードヒーティン
グを設置し、その他は除雪対応とする提案としてよ
ろしいでしょうか。

ごみ計量棟周辺以外の積雪対策（除雪
含む）は提案としているため、質問の
範囲については適切に除雪を行うこと
を条件に提案を可とします。

12 要求水準書 45 第2 3 (2) イ (ｶ) b
プラットホー
ムレベル

本事業は、「工期遵守のための工程管理方法や現施
設の運営、周辺環境や周辺住民に配慮した工事計
画」を評価項目とされています。添付資料6より地下
水位は現状地盤よりも約-1m程度と高い水位となって
います。地下水対策については不確定要素が大きく
掘削を行った場合に予定通りに進捗しないことが予
想されるため、地下掘削を最小限とすることが工程
遵守には重要と考えております。
要求水準書には、プラットホームは2 階に設置とす
るとありますが、これを前提とした計画におけるご
みピット容量を確保し、さらに緊急時の積上げ容量
を加算した容量と同等とした計画の場合には、プ
ラットホーム2階設置に限定しないとすることをお認
めいただけませんでしょうか。

要求水準書のとおりとします。
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

13 要求水準書 47 第2 3 (2) エ (ｶ) c (d) 小型家電

「電化製品からの電池（一次電池、二次電池とも）
の抜取りなど、品目に応じて、簡易分解等を行う」
とあります。簡易分解の対象となる電化製品の想定
搬入量として、添付資料17,19-1に「小型家電」とし
て記載のある192.66 t/年を使用してよろしいでしょ
うか。
＜192.66tの内訳＞
直接搬入車両による搬入分：165 t/年、施設間運搬
車両による搬入分：27.66 t/年（R5年度実績）の合
計値

異なる場合には、想定搬入量をご教示ください。

想定搬入量の全量が簡易解体の対象と
はなりませんが、簡易解体対象物を個
別で計量していないため、量の想定は
できません。

14 要求水準書 47 第2 3 (2) エ (ｶ) c (d) 小型家電

「電化製品からの電池（一次電池、二次電池とも）
の抜取りなど、品目に応じて、簡易分解等を行う」
とあります。簡易分解のために発生する主な作業
は、電池抜取りのみとして、基盤取り外しや電源
コード引き抜きは対象外と考えてよろしいでしょう
か。

小型家電においては、電池（一次、二
次）の取外しの他、容易に分別が可能
な品目の分解が該当し、取外しが困難
な電池（一次、二次）や基盤、電源
コードは対象外です。

15 要求水準書
49
50

第2 3 (2)
カ
キ

(ｱ)
(ｱ)

b
ごみ投入扉及
びダンピング
ボックス
形式

ダンピングボックス形式に関して、【傾胴式】とご
指定がありますが、代表企業での採用実績が多い
【傾斜式】のダンピングボックスをお認めいただけ
ませんでしょうか。
この場合、ダンピングボックス本体がごみピットと
の隔壁の役割をもち、ごみピットへ人が落下するリ
スクは、投入扉設置と同等と言えるため、ダンピン
グボックス用投入扉の設置を省略させていただいて
もよろしいでしょうか。投入扉の開閉時間を削減す
ることによる投入動作時間短縮及び設備点数の低減
により故障によるトラブルの可能性を低減すること
が可能と考えます。

展開検査時には、ダンピングボックス
の側面から搬入物の確認を行うこと、
また、傾斜式の場合、シリンダー等の
故障時に、ごみピットへの転落する危
険性があることから安全性に配慮し、
傾胴式とします。

16 要求水準書 50 第2 3 (2) キ (ｲ)
ダンピング
ボックス
数量

数量【2】基の記載がございます。
要求水準書に関する質問回答(第1回)No.96におい
て、「～不要と考えてよろしいでしょうか。」に対
して「～要求水準書のとおりとします。」との回答
でしたが、数量を1基にすることは提案してもよろし
いでしょうか。

ダンピングボックスの使用頻度を下げ
る具体的な代替案、可燃粗大や枝木に
ついて大量の持込みがあった場合の荷
下ろしや待車スペースの確保、1台とし
た場合の故障時の対策があれば、設置
台数を1基とする提案を可とします。

17 要求水準書 50 第2 3 (2) キ (ｲ)
ダンピング
ボックス
数量

ダンピングボックスの数量について、要求水準書に
関する質問回答(第1回)No.96にて回答を頂きました
が、直接搬入車両は基本的に全て直接搬入受入ヤー
ドで受け入れる計画としているため、ダンピング
ボックスは1基の提案でもよろしいでしょうか。

No.16の回答を参照してください。
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

18 要求水準書 51 第2 3 (2) ク (ｵ) u
ごみピット排
煙設備

「ごみピット火災時の熱によるクレーン設備や照明
設備等への影響を可能な限り軽減し、消火活動の妨
げとなる煙を屋外に排出するため、ごみピット上部
には排煙設備等を設ける。本設備は、動力・制御等
の配線も含めて耐熱性を有するもので、クレーン設
備周辺の室温や消防からの指示に基づき中央制御室
等から手動制御で開閉できるものとし、非常用発電
機からの電源を供給する。」に関して、排煙設備に
ついては、前段は電動式の記載ですが、後段には手
動制御との記載がございます。手動制御とは、「遠
隔手動操作(人がボタン等を押すことにより起動させ
る)」ということでしょうか。

お見込みのとおりです。なお、排煙設
備の開放は遠隔手動操作としますが、
閉鎖方法については提案を可としま
す。

19 要求水準書 51 第2 3 (2) ク (ｵ) u 　 　
ごみピット排
煙設備

ごみピット上部に設ける排煙設備等は「中央制御室
から手動制御で開閉できるもの」とご指定がありま
すが、火災などで当該設備を開放した場合、開放後
に当該設備を点検することが必要であると考え、当
該設備の近傍にて手動で閉めることをご提案するこ
ともよろしいでしょうか。

No.18の回答を参照してください。

20 要求水準書 63 第2 3 (4) キ (ｱ) b (a) 　
ボイラ用薬液
注入装置注入
量制御

注入量制御は【遠隔手動、現場手動】とあります
が、代表企業は清缶剤、脱酸剤の注入濃度を固定し
て運用する設計思想であり実績も多数あります。日
常的に濃度を変化させることは行わないため、注入
量制御は現場手動のみとすることをお認めいただけ
ないでしょうか。

適切に運転できることを条件に提案を
可とします。

21 要求水準書 72 第2 3 (6) エ (ｲ)
田舟の里貯湯
タンク

【新潟市新亀田清掃センター整備・運営事業に係る
入札説明書等に関する質問回答（第1回）】質疑
No.129の回答にて、「更新が広範囲となる場合は、
同様に明確に区切れる範囲とし、市と協議のうえ決
定」とございますが、現状は貯湯タンクのみ更新と
考え、田舟の里機械室のその他機器に関しては更新
不要と考えてよろしいでしょうか。

貯湯タンク及び配管を更新範囲とし、
田舟の里機械室のその他機器は更新不
要です。

22 要求水準書 75 第2 3 (7) キ (ｳ) b 材質

【SUS316Lまたは同等品以上】とありますが、同等品
の考え方は、低温における耐硫酸・耐塩酸腐食性能
が同等の材質と考えてよろしいでしょうか。

耐用年数に加え、腐食による煙突から
の錆の飛散を防止するために要求水準
書の仕様としています。これらを踏ま
えて同等品（ステンレス鋼）以上を提
案してください。

23 要求水準書 75 第2 3 (7)
キ
ク

(ｳ)
(ｳ)

b
c

材質

煙道、煙突内筒の材質【SUS316Lまたは同等以上】に
関して、他のステンレス鋼材（煙突頂部ノズルを除
き）の提案してよろしいでしょうか。

同等以上の材質（ステンレス鋼）であ
れば、提案を可とします。
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

24 要求水準書 82 第2 3 (9) ア (ｴ) 受水槽

「工場棟に各用水の受水槽を設置し、本施設の各棟
へ給水する。」と記載が有りますが、受水槽を工場
棟と別の位置に分けて設置する考えでもよろしいで
しょうか。

提案を可とします。

25 要求水準書 82 第2 3 (9) ア (ｴ) 受水槽

「工場棟に各用水の受水槽を設置し、本施設の各棟
へ給水する。」と記載有りますが、受水槽を工場棟
と別の位置に分けて設置することが可能な場合は、
屋外設置でも可能でしょうか。

提案を可としますが、建屋を設け、ま
た、維持管理（水質管理、地震等によ
る配管の損傷対策、凍結防止等）に支
障のない計画としてください。

26 要求水準書 82 第2 3 (9) ア (ｶ) 受水槽

P82給水設備には、「災害時における断水を考慮し、
各受水槽の容量を合計して、プラント用水は基準ご
み2炉運転時において7日分以上運転が出来る容量、
生活用水は使用量の5日分以上を確保出来る容量を設
ける」と記載が有りますが、災害時の避難人員、運
転に係る運転員及び市職員の生活水5日分以上の考え
方については、「水道の耐震化計画等策定指針」に
基づき、当初3日は、1人当たり３L/日を確保、4日目
から5日については、20L/日を見込むことでよろしい
でしょうか。

「水道の耐震化計画等策定指針」は、
内容から水道局が取るべき応急対応に
関する目標であるため、使用量につい
ては、「給水装置工事施工指針2023」
（新潟市水道局）により算定してくだ
さい。
なお、生活用水使用量計算の際に、災
害時の避難人員は含めないこととしま
す。

27 要求水準書 116 第2 5 （2） ク (ｳ) e 炉室の換気

「なお、炉室の換気方法及び結露対策については、
市と協議の上決定する。」に関して、入札時には空
気取り入れ口、換気モニター、換気ファン、ダクト
の計画等は、建物、電源、プラント配置などの計画
に大きく影響するため事前に計画しておく必要があ
ります。そのため本項は実施設計時に協議の上決定
すると理解しますが、入札時に計画しておく換気方
法及び結露対策をご指示いただけないでしょうか。
また、貴市が「炉室の換気方法、結露対策」につい
て懸念している事項や、要求水準書に記載した意図
があればご教示願います。

「市と協議の上決定する」の意図は、
ご提示いただく具体的な換気方法、結
露対策で、問題がないかを確認すると
いうものであり、建築やプラント設備
に過剰な要求をするものではありませ
ん。
　換気、結露対策は、エアバランス
（管理エリア正圧、前室正圧、処理施
設側負圧となるように計画）に留意
し、要求水準書に基づき適切に計画し
てください。
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

28 要求水準書 118 第2 5 (2) ケ a、c 変電所概要

「設置位置は、建設用地の南西を基本とし、東北電
力ネットワーク株式会社と協議により決定する」
「機器の点検・整備を考慮した十分なスペース、天
井高さを確保し、電力会社が要望する制御盤等の増
設スペースも確保する。」とありますが、事業者が
入札までに市及び東北電力ネットワーク株式会社と
協議するとの理解でよろしいでしょうか。
実施設計時に協議となる場合、入札時には見込むべ
き仕様をご教授願います。またその場合、入札時の
計画と変更が生じた場合は工期、費用は協議対象と
考えてよろしいでしょうか。

①電気事業者が設置する機器は下記の
とおりであり、費用は系統連系負担金
として市が負担します。
・計器用変圧変流器
・取引用計器（売電用）
・取引用計器（受給・接続供給用）
・雑架（CDT情報伝送送信装置他取付
用）

②電気事業者の所掌となる機器の設置
に必要なスペースは下記のとおりで
す。なお、変電所の設計にあたって
は、事業者所掌により設置する機器を
含めて、点検・整備を考慮した十分な
スペース、天井高さを確保してくださ
い。
・面積：9m2
・高さ：6m

③上記仕様が入札後に大幅に変更した
場合の費用及び工期は協議対象としま
す。

29 要求水準書 122 第2 5 (3) ア (ｵ) b 　 　
田舟の里周辺
の土壌調査

「田舟の里建築物周辺は、土壌調査を行っていない
ため、本工事において必要な土壌調査を行う。」と
記載ありますが、添付資料30の「後期調査」に示さ
れるグリッドのうち、本工事で掘削を行うグリッド
のみを土壌調査を実施する必要があると理解してよ
ろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

6/16



No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

30 要求水準書 124 第2 5 (4) イ (ｳ) 換気設備工事

実施方針質疑回答No.128
質問：換気バランスにおいて、「工場棟は負圧」と
ありますが、臭気漏洩防止、省エネの観点から、室
の用途に合わせて換気方式は適正に計画するとして
よろしいでしょうか。
回答：「原則として、工場棟は負圧とし、施設全体
のエアバランスを考慮した防臭対策としてくださ
い」
と回答頂いた内容について、考え方を確認させてく
ださい。

ご回答の意図は、工場棟内の各機械室１室ごとにす
べて負圧を求めるものではなく、管理諸室エリア(見
学者通路含む)に対して、機械室部分(プラントエリ
ア)を負圧とすることで、臭気漏洩防止を図ることが
目的と理解してよろしいでしょうか。
また、その目的を満足したうえで、各機械室単独の
換気計画は室の用途やエアバランスを考慮した換気
種別をご提案することでよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

31 要求水準書 129 第2 5 (5)  ウ (ｽ)
田舟の里の電
源切替工事

【新潟市新亀田清掃センター整備・運営事業に係る
入札説明書等に関する質問回答（第1回）】質疑
No.195の回答について、更新の範囲とされている田
舟の里屋内の分電盤までの二次側配線の更新範囲
は、要求水準書_添付資料32「田舟の里関連図_P19_
電力幹線系統図」に示された高圧受電設備の二次側
の田舟の里施設の各分電盤類の一次側配線との理解
でよろしいでしょうか。また、配線仕様は、図面に
記載された仕様から変更無いとの理解でよろしいで
しょうか。
また、電気幹線系統図に記載された田舟の里施設以
外の公園管理棟既設盤への配線も更新対象となるの
でしょうか。

田舟の里屋内の分電盤までの二次側配
線の更新範囲は、お見込みのとおりで
す。
配線仕様は現状からの変更はありませ
ん。
公園管理棟は撤去するため、公園管理
棟既設盤への配線は更新不要です。

32 要求水準書 132 第2 6 (2) カ 解体工事条件

【新潟市新亀田清掃センター整備・運営事業に係る
入札説明書等に関する質問回答（第1回）】質疑
No.200で、石綿含有があった場合の撤去処理費用は
貴市のご負担になる旨をご回答をいただきました
が、旧工場の地下躯体、灰ピットやその周辺の土壌
等に含有するPCBやダイオキシンについても同様（撤
去処分費用は貴市のご負担）と理解してよろしいで
しょうか。

お見込みのとおりです。
なお、土壌について、添付資料7に示し
た調査範囲は土壌調査実施済みのた
め、再調査は不要と考えています。そ
のため、事業者の事由による調査の結
果で要する撤去処理費用は、この限り
ではありません。
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33 要求水準書 142 第3 3 (4) (ｱ)
プラットホー
ム

「運営事業者はプラットホーム、直接搬入受入ヤー
ド及びその周辺において、誘導員を配置し、…車両
を案内、指示する」とあります。
不具合発生時の連絡手段・監視方法を用意した上
で、有人の誘導員に代替する方法を事業者提案とさ
せてただいてもよろしいでしょうか。
代表企業が運営する工場にて、管制システムによる
自動誘導を行っている工場があり、本提案について
も実績に基づいた円滑な施設運営が可能と考えてお
ります。

安全面や、搬入監視の観点から、提案
を不可とします。

34 要求水準書 156 第3 7 (4)
ホームページ
の運用

市のホームページ等で直接搬入車の混雑状況の提示
等を提案することは可能でしょうか。

市の広報媒体で、「直接搬入車の混雑
状況」として掲載する場合は、他施設
も併せて掲載する必要があるため、提
案を不可とします。
運営事業者が作成するホームページの
みでの提示としてください。

35
要求水準書
添付資料27

田舟の里の消
費電力量（参
考）

新施設にて田舟の里の消費電力分を、電力会社との
契約電力に見込みます。
添付資料27において、令和5年度の8月におけるデマ
ンド値が102kWであるため、契約電力も102kW以上に
なるものと考えますが、契約電力は77kWとなってお
ります。契約電力をどのように設定されているのか
ご教示いただけないでしょうか。
もしくは、新施設にて見込むべき契約電力をご指示
いただけないでしょうか。

R5実績に誤りがありました。添付資料
の修正版を配付します。
なお、契約電力は直近12か月における
デマンドの最大値になります。

36
落札者決定
基準

8 第4 表3 1 (5) 10

直接搬入車両
に係る搬入・
搬出管理の効
率性

ごみ搬入にかかる渋滞対策として、WEBでのごみ搬入
事前予約システムの導入を計画してよろしいでしょ
うか。

搬入日時を指定し搬入の制限を行う事
前予約システムについては、市内他施
設の混雑につながる等の影響があるた
め、提案不可とします。

37
様式集
（Excel版）

二酸化炭素排
出量

第１回質疑回答にて「J-クレジット制度を利用する
場合は、二酸化炭素排出量の排出係数を事業者提案
で決定することについて、提案条件の公平性の観点
から不可」とありましたが、J-クレジット以外の環
境証書も同様との理解でよろしいでしょうか。

二酸化炭素排出量の排出係数を提案と
することは不可とします。

38
様式集
（Excel版）

外部への電気
供給／田舟の
里

235,000kWh/年と固定値が入力されていますが、要求
水準書の添付資料27のとおり年次点検の期間によっ
て数値が異なります。
営業日数が変わった場合は、割消して増減させるこ
とで、熱供給と同様に提案値を記入してもよろしい
でしょうか。

条件を統一するため、様式集のとおり
とします。

様式第15号-3-1（別紙1）

様式第15号-3-1（別紙1）
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

39
様式集
（Excel版）

消費電力量の
季節区分

現状、消費電力の記入欄で季節の区分がありませ
ん。そのため、下部の電力集計の季節ごとへのリン
クがすべて同じとなるため年間の平均値を記入しな
いと整合が取れません。
一方、平均値で記入した場合、収支図の電力収支と
整合が取れなくなります。
（季節ごとに日収支を作成しているためです。）
よって、消費電力量も季節毎に記入できるよう、様
式の修正をお願い致します。

様式第15号-3-1（別紙2）２．消費電力
量を修正します。
様式集の修正版を配付します。

40
様式集
（Excel版）

季節区分にお
ける12月の取
り扱い

様式第15号-3-1（別紙2）では冬季は1～3月ですが、
質問回答（第1回）の2‐No.122（P31/73）では、田
舟の里における冬季は12月から翌年3月です。そのた
め、12月だけが秋と冬で不一致な状態であり、12月
のみ別途収支計算を行う必要があります。
季節ごとの収支計算を煩雑にしないためにも、田舟
の里の12月の季節区分を様式第15号-3-1（別紙2）に
統一していただけないでしょうか。

入札説明書等に関する質問回答(第1回)
訂正版　2‐No.122（P31/73）は、下記
のとおり訂正します。
訂正前：冬季は12月から翌年の3月とし
ます。
↓
訂正後：冬季は1月から3月とします。

41
様式集
（Excel版）

操炉計画

表に「令和12年度」とありますが、令和12年度は運
営初年度であり、整備・点検に必要な期間が短く、1
炉あたりの操炉日数を多く取ることが可能です。そ
の場合、発電量の少ない１，２炉運転の日数を減ら
した操炉計画が可能となり、年間発電量は運営２年
目以降の平均的な操炉計画よりも多くすることが可
能です。行き過ぎた操炉計画に陥ることの無いよ
う、運営初年度しかできない、整備・点検が極端に
少ない操炉計画の提出は不可とし、運営２年目以降
と同等の整備・点検期間を伴う無理のない平均的な
操炉計画で提案するようにしていただけますでしょ
うか。

お見込みのとおりです。平均的な操炉
計画とし、休炉期間、運転日数、負荷
率等はバランスの取れた計画としてく
ださい。

42
様式集
（Excel版）

ごみ質・負荷
率が変化した
場合の運転炉
数ごとの日売
電電力量

本様式に記載するごみ質・負荷率が変化した場合の
日売電電力量は、「運営業務委託契約書（案）」の
27頁に記載のあるとおり、運営業務委託料の調整に
使用するものであり、事業者選定時（提案書の定量
化評価）における評価は様式第15号3-1（別紙2）に
記載の年間売電電力量[A]および年間発電電力量[B]
が用いられるものと理解してよろしいでしょうか。

事業者選定における評価は、落札者決
定基準に基づき総合的に行います。

様式第15号-3-1（別紙4）

様式第15号-3-1（別紙3）

様式第15号-3-1（別紙2）

様式第15号-3-1（別紙2）
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

43
様式集
（Excel版）

費用明細書
（固定費）

第１回質問回答中：4 様式集に関する質問に対する
回答No.19にて、様式第15号-6-4(別紙1)における②
営業費用の項目に合わせて様式第15号-6-4(別紙2)の
平準化した金額項目を追記するよう質疑回答がなさ
れました。しかしながら、様式第15号-6-4(別紙2)の
固定費用総額は、本来SPCの①営業収入であることか
ら、様式第15号-6-4(別紙2)の35行目平準化した金額
を様式第15号-6-4(別紙1)の11行目運営業務委託料
（固定費）と一致させるものと理解してよろしいで
しょうか。

お見込みのとおりです。

44
様式集
（Excel版）

費用明細書
（固定費）

固定費総額を20年平準化するにあたって、１円未満
を切り捨てることから、固定費総合計と平準化した
金額総合計に差が出る可能性がありますが、問題無
いとの認識でよろしいでしょうか。

固定費総合計と平準化した金額の総合
計に差が出る場合は、最終年で調整し
てください。

45
様式集
(Word版）

地元人材の雇
用

地元人材の雇用とは新潟市内に在住の者の雇用とあ
りますが、在住の証としては、事業者が作成する任
意様式にて地元人材を雇用する旨を示せばよろしい
でしょうか。また、雇用形態（社員、派遣等）に条
件はないとの理解でよろしいでしょうか。

地元人材の雇用の確認は運営業務期間
に行うものとし、確認方法は契約後、
市が指定するものとします。
雇用形態は「正社員、嘱託社員、契約
社員、パートタイマー、その他（具体
的に記載）」のいずれかを記載してく
ださい。
なお、記載においては、質問回答（第1
回）訂正版「4　様式集に関する質問に
対する回答」のNo31～33の記載のとお
り、二重計上しないよう留意してくだ
さい。

46
様式集
（Excel版）

地域経済への
貢献金額

工事発注や業務委託契約ではなく行政、地域団体等
が実施するイベント（花火大会等）への協賛費用は
地域貢献金額へ計上しないという認識でよろしいで
しょうか。

お見込みのとおりです。
本事業の設計・建設業務及び運営業務
に必要な費用を計上してください。

47
様式集
（Excel版）

地域経済への
貢献金額

地元企業への発注額から地元外企業への発注分を差
し引いた金額が地域貢献金額との理解ですが、地元
外企業の発注額はどのような資料から確認されるの
かご教示願います。（様式第15号-6-5（別紙）では
地元企業への発注額しか記載欄がありません。）

契約書の写し等により、実施状況の確
認を行います。

様式第15号-6-5（別紙）

様式第15号-6-5（別紙）

様式第15号-6-4（別紙2）

様式第15号-6-5

様式第15号-6-4（別紙2）
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

48

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

4 1 No.24
用語の定義
「処理不適
物」

要求水準書 第2 1（2）エの記載は、以下の通りで
す。
エ 処理不適物　焼却処理が困難なものや設備に不具
合が発生する処理不適物については、市と建設事業
者で協議の上で詳細な内容を規定する。
一方、質問回答（第１回）-No.24では、以下の通り
です。
要求水準書 第2 1（2）エに記載のとおり、処理不適
物は、市と事業者の協議により定めるものとしま
す。

処理不適物については、建設事業者のみならず運営
事業者も大きく関与することから、市と建設事業者
ならびに運営事業者で協議の上詳細な内容を規定す
るとの理解でよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。

49

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

8 2 No.4 植栽管理

【新潟市新亀田清掃センター整備・運営事業に係る
入札説明書等に関する質問回答（第1回）】質疑No.4
で、「田舟の里及びそれに付帯する設備（本工事で
設置したもの含む）等」は運営事業者の管理範囲外
との回答をいただいています。
田舟の里およびその駐車場周辺の緑地についても、
運営事業者で実施する「外構、植栽等の保守管理」
の対象外と理解してよろしいでしょうか。

既存樹木の利用の有無に関わらず、工
事中（現場着手後）を含め、事業者が
建設用地内全ての外構、植栽等の保守
管理をしてください。
なお、ご質問にある「付帯する設備
（本工事で設置したもの含む）等」
は、貯湯タンク等の設備を指していま
す。
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

50

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

16 2 No.39
搬入車両台数
について

質問回答にて、ステーション収集及び許可と直接搬
入車の年間の想定台数をご提示いただきました。添
付資料19の既存施設のごみ搬入車両実績の年間台数
に比べてステーション収集及び許可と直接搬入とも
に年間台数が20％程度増加しております。繁忙期の
車両台数に関しても同様に20％程度増加が見込まれ
るという理解でよろしいでしょうか。

繁忙期における搬入車両の想定台数
は、下記のとおりとします。なお、想
定台数を基に直接搬入車両の渋滞シ
ミュレーションを実施してください。
詳細は本議事録最終頁の「入札提出書
類の追加について」を参照してくださ
い。

１．ステーション収集及び許可車両
変動が少ないため、年間の想定台数及
び添付資料19に示した実績に基づいて
想定してください。

２．直接搬入車両
・年間台数：10万台（質問回答（第１
回）訂正版のとおり）
・年間台数の増加により、繁忙期の日
の台数についても増加する想定です
が、本計画においては、下記の台数を
時間帯あたりのピークとし、ピークの
条件下において待機車両が敷地外に並
ぶことがないように計画してくださ
い。

【ピーク時間帯の台数】
240台/2時間（時間内は均等に来場）
※現施設の土曜日（午後）の搬入状況
より設定。

51

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

20 2 No.61
本施設の配
置・動線

「既存の渡河施設は撤去してください。」とありま
すが、既存の渡河施設を利用する場合、残置利用と
しても宜しいでしょうか。

入札説明書等に関する質問回答(第1回)
訂正版のとおりとします。
なお、撤去後は田舟の里の東側の道か
ら擁壁下部の排水側溝への落下防止の
ためのフェンス等を設置してくださ
い。

52

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

21 2 No.65
受入の円滑化
に資する提案

「受入の円滑化」を目的に、事前予約システムの導
入を提案することは可能でしょうか。

No.36の回答を参照してください。
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No. 書類名 頁 項目1 項目2 項目3項目4項目5項目6項目7項目8 項目名 質問の内容 回答

53

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

22 2 No.69
ロードヒー
ティング範囲

要求水準書（P.40）において、「ごみ計量棟周辺に
は積雪対策としてロードヒーティングを行う。」と
記載ありますが、既設と同様にごみ搬入車の停止・
発進が頻繁に行われる計量棟前後において、搬入車
（4tパッカー車）2台分程度（約20m）に設置するも
のと考えてよろしいでしょうか。

降雪時には適切に除雪を行うことを条
件に提案を可とします。

54

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

様式集
（Excel版）
様式第15号-
3-1（別紙
1）

22

58

2

4

No.69

No.6
場内ロード
ヒーティング
の熱供給によ
るCO2削減量
評価について

第1回質問回答2-No.69では、新潟市殿での稼働中施
設ではロードヒーティング（以下RHと表記します）
の稼働が無い、ないし機械除雪または消雪パイプで
の融雪とありますが、質問回答4-No.6ではRHの稼働
条件を24時間×年間稼働日数30日間とし、様式第15
号-3-1（別紙1）にてCO2削減量を評価する様式と
なっています。
一般的にRHは路盤の変異に弱く、多額の維持補修費
を要する傾向にあります。また、施工工期にも著し
く影響が出ます。
稼働中施設ではRHが使われていないこと、CO2評価を
加えると実際の利用価値以上にRHを評価することに
なる（RHの要否に寄らず敷設面積勝負に陥る）と
いった点も踏まえて、RHに拘らない融雪手法（消雪
パイプ、機械除雪）もお認め頂けないでしょうか？
つきましては、RHによるCO2削減量については、様式
第15号-3-1（別紙１）での評価から外していただく
ことは可能でしょうか。

全体として、積雪対策（除雪・融雪方
法）は積雪による運営の支障がないこ
とはもとより、効率性や維持管理性を
考慮し提案してください。
また、要求水準書のとおり、計量棟周
辺は、ロードヒーティングの設置を必
須とします。
評価においては、CO2削減量のほか、発
電や売電等を含めて総合的に行います
ので、評価からは外しません。
なお、現在の様式はロードヒーティン
グが熱式に限定される記載となってい
るため変更するものとし、様式集の修
正版を配付します。

55

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

27 2 No.95
直接搬入受入
ヤード出入口
扉

耐風圧性能S-5(2400Pa、風速62m/s)以上の条件をご
回答いただきましたが、各メーカーのカタログを調
べ、主要メーカーに問い合わせましたところ、S-5以
上かつ開閉時間10秒以内の両方の仕様を満足する製
品がございません。（耐風圧性能を高めることは重
量が増え、開閉速度が遅くなり、相反する性能のた
めです。）
開閉時間10秒以内を優先して、扉自体の耐風圧性能
S-5の条件を改めていただき、要求水準書p48の「台
風時等にも安定して開閉が可能であり、かつ歪み、
故障を生じないものとする。」ことへの対応は、事
業者にて提案とさせていただくことは可能でしょう
か。

条件を改めることとし、直接搬入受入
ヤードを含む、車両が出入する扉につ
いては、開閉頻度、設置位置、建設用
地の気象を踏まえて提案してくださ
い。
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56

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

28 2 No.101

可燃性粗大ご
み
破砕機
投入口の
シュート

可燃性粗大ごみ破砕機投入口のシュート部の高さの
詳細について、要求水準書及び入札説明書等に関す
る質問回答(第1回)訂正版から判断できなかったため
ご教示お願いします。

要求水準書では、シュート部の設置位
置が不明瞭であったため、以下のとお
りとしてください。
「破砕した可燃物のごみピットへの
シュートの下端は、ごみ投入扉シュー
ト部の下端より上部とし、可燃ごみ受
入やピット内の積み上げ時に破砕機の
運転に支障がない位置とすること。」

57

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

28 2 No.106 薬剤噴霧装置

防虫剤なしとする提案も可と理解しています。確認
ですが、様式集（Excel）様式第13号-1（要求水準に
対する設計仕様書）の1187行目にて、防虫剤用の噴
霧ノズルの本数を【0】本としても、要求水準書未達
にはならないとの理解でよろしいでしょうか。

要求水準の未達にはあたりませんが、
設置しない場合は、特記事項等の仕様
でも設置しないことがわかるように記
載してください。

58

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

37 2 No.153 非常用発電機

本発電機の取り扱いとして、商用電源との系統連系
が不可能な「非常用発電設備」扱い（＝非常時・定
常時特定使用）でのみ提案が可能との当社解釈に対
し、お見込みの通りとの回答を頂いております。
この回答から、「非常用発電機の通常立上げ時及び
及びピークカットへの活用」については、全炉停止
中から非常用発電機のみを用いて1炉を立上げる方法
が考えられますが、その際に商用電源との切り離し
を行う必要があり、一時的な停電が発生します。こ
の運用が関係法令や基準に合致していることが確認
できれば、この立上げ方法をピークカットとして提
案することは可能でしょうか。

関係法令及び基準に合致すること、ま
た、一時的な停電が施設の運営（送電
先含む）に支障がないよう配慮するこ
とを条件に、提案を可とします。
ただし、非常用発電機をタービン発電
機と併用し通常時の売電量増加に用い
ることは不可とします。

59

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

39 2 No.170 見学ホール

入札説明書等に関する質問回答(第1回)訂正版No.170
にて、指定避難所となる可能性があり、見学者ホー
ルや会議室、見学者通路の一部を転用することを想
定し、150人程度の収容を見込まれていると回答いた
だきました。
「新潟市 地域防災計画 資料編」p.184より指定避難
所の受入可能面積は2㎡/人、感染症対策としては4㎡
/人必要とありますが、必要面積の想定はございます
でしょうか。

左記の回答のとおり転用が基本になり
ますので、設計にあたり、避難スペー
スに関して必要面積を求めることはあ
りません。

なお、150人程度は2m
2
/人で概算をして

います。
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60

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

51 2 No.234
処理困難物及
び処理不適物
の一時貯留

処理困難物及び処理不適物の貯留場所の回答をいた
だきましたが、荷姿や分別方法等によって作業員の
作業量や人員配置が異なるため、市が指示する状態
をご教示願います。

処理困難物は、市で収集処理しないも
ので、直接搬入もできないため、適切
な搬入物の監視により搬入量は少な
く、作業量への影響はわずかになりま
す。
処理不適物は、新田清掃センター破砕
施設へ搬出される不燃ごみ（粗大含
む）及び赤塚埋立処分地へ搬出される
破砕不適物（粗大含む）をそれぞれ脱
着式コンテナ車コンテナ等へ貯留して
ください。

61

入札説明書
等に関する
質問回答(第
1回)訂正版

58 4 No.6
ロードヒー
ティング

質問内容にて、様式に記載するロードヒーティング
の年間稼働日数と稼働時間の条件をお示しいただき
ました。
　年間稼働率が、環境省"エネルギー回収型廃棄物処
理施設整備マニュアル"に示される25％以上（92日/
年以上）を満たさないため、エネルギー回収率の算
定に加算できないと理解してよろしいでしょうか。

お見込みのとおりです。
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添付資料（様式第16号）として、直接搬入車両の渋滞シミュレーション結果を提出してください。
様式は任意としますが、下記の事項については必ず記載してください。

■シミュレーション結果（記載いただきたい事項）

1.搬入用計量での最大の待機車両台数及び車列の長さ、計量の所要時間及びその設定根拠、計量機の使用台数

　所要時間は、車両が計量棟へ進入、停車して計量し、次の車両が進入可能となるまでの時間としてください。

　「廃棄物処理依頼書」を台貫上で記入する場合は、記入時間を考慮した時間としてください。

2.搬入用計量後から直接搬入受入ヤードまでの最大の待機車両台数及び車列の長さ、荷下ろしの所要時間及びその設定根拠

　所要時間は、車両が直接搬入受入ヤードに進入してから、停車、荷下ろしし、次の車両が進入可能となるまでの時間としてください。

3.退出用計量での最大の待機車両台数及び車列の長さ、計量の所要時間及びその設定根拠、計量機の使用台数（繁忙期に直接搬入車両の計量機を共用する場合は2台と記載）

　所要時間は、車両が計量棟へ進入、停車して計量、精算し、次の車両が進入可能となるまでの時間としてください。

■シミュレーション時の注意事項

1．ピーク時間帯の車両台数は対面的対話結果（議事録）の回答No.50に示す条件にて検討してください。

　回答No.50に記載のない条件は事業者にて提案してください。

2．計量の所要時間は、導入する機器及びシステム、運営体制、事業者の経験等に基づき適切に設定してください。

3．荷下ろしの所要時間は、駐車スペース周辺のレイアウト、持ち込み者が行う荷下ろし作業、運営体制、事業者の経験等に基づき適切に設定してください。

4．車列の長さは、車両長さと車両間距離の合計を6.5mとして検討してください。

入札提出書類の追加について
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